
【河川事業】

・河川整備計画に基づく河道整備（堤防整
備・河道掘削等）が未了であること、ま
た、洪水調節施設による洪水調節量が不足
していることから、河川整備計画の目標規
模の洪水を安全に流下させることができな
い。

利根川下流部の治水安全度
の向上を図る。

・利根川における適用性を考慮し、整備計画に位置づけられ
ている「田中調節池の洪水調節機能の向上」を除く全ての整
備内容の実施を前提とし、「田中調節池の洪水調節機能の向
上」と同等の効果を発現できる複数の治水対策案を立案し
た。
・利根川において、実現可能であるかの観点で概略評価を行
い、「河道掘削案」「新規遊水地（調節池）案」「田中調節
池の洪水調節機能の向上案」を抽出して、7つの評価軸
（「治水安全度」「コスト」「実現性」「持続性」「柔軟
性」「地域社会への影響」「環境への影響」）について評価
した。

（案1）河道掘削案
　河道の掘削により河道断面積を拡大し、流下能力を向上さ
せる案

（案2）新規遊水地（調節池）案
　利根川中流部に新規遊水地を整備し、洪水時のピーク流量
を低減させる案

（案3）田中調節池の洪水調節機能の向上案
　既存の田中調節池の越流堤移設により、調節容量を増大さ
せ洪水時のピーク流量を低減させる案

３案のうち、コスト面で「案⑦田中
調節池の洪水調節機能の向上」が最
も有利であり、他の評価項目でも当
該評価を覆すほどの要素はないと考
えられるため、「案⑦田中調節池の
洪水調節機能の向上」による対策が
妥当
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